
第
令和７年５月１日（2025年）

号254し くちかしゅ
議会だより

令和７年度関保育所入所・進級式の一コマです。

○令和７年度一般会計予算・特別会計予算の構成
○令和７年第１回臨時会
○議会定例会開催・予算特別委員会
○予算委員長報告
○一般質問　４名の議員が町政を問う
○クローズアップ「湯原地区のまつり」
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４Ｐ
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８Ｐ
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令 和 ７ 年 第 １ 回 議 会 定 例 会
本年度予算の振り分けが決定されま  した　予算の質疑は６～７ｐに記載

令和７年　第１回定例会概要
　第１回議会定例会は去る３月４日（火）から３月 14日（金）までの 11日間
開催され、町長から提出された令和７年度各種会計予算について予算特別委員
会を設置し審査を行いました。
◆令和６年度一般会計補正予算　◆条例の一部改正　◆人事案件等への質疑
が行われ、令和７年度一般会計予算は予算特別委員会へ再付託されましたが、
すべて原案どおり可決されました。３月６日（木）には４名の議員が一般質問
で町政執行について問いました。

令和７年度財源の構成（歳入）
一般会計予算総額　２６億１, ５００万円

地方交付税
１１億円

〇普通地方交付税
〇特別地方交付税　など

町　　　税
５億１, １０８万円

〇町民税
〇固定資産税　など

国庫支出金
１億６, ３１３万円

〇社会福祉費負担金
〇農林水産業費交付金　など

基金繰入金
３億３, ３３６万円

〇財政調整基金繰入金
〇�地域担い手づくり基金繰入金　など

町　　　債
１億７, １８０万円

〇過疎債　など

寄　附　金
２００万円

〇ふるさと納税寄付金　など

経費の構成（歳出）主な事業
総　務　費

６億３, ９８８万円
〇職員給料、手当
〇地域おこし協力隊補助金　など

消　防　費
１億８, ０８０万円

〇消防団員確保対策
〇防災無線設備工事　など

議　会　費
５, ６８７万円

〇議員報酬、旅費
〇議会だより作成費　など

土　木　費
２億５, ５１３万円

〇町道路面舗装工事
〇地域担い手づくり新築工事　など

衛　生　費
２億２, ８５４万円

〇薬局運営安定支援金
〇事業会計繰出金（簡易水道）　など

災害復旧費
４６０万円

〇大原用水路修繕設計業務
〇滑津用水路災害復旧工事

民　生　費
３億１, ６０２万円

〇出産・子育て支援金
〇社会福祉・児童福祉費　など

教　育　費
３億１, １００万円

〇宇検村交流事業
〇学校施設及び基本設計業務　など

商　工　費
１億８, ５３６万円

〇長老湖トイレ浄化槽更新工事
〇キャンプ場改修工事　など

予　備　費
１, １１８万円

農林水産業費
１億６, ０６８万円

〇農林業生産者育成事業
〇中山間地域等直接支払い交付金　など

公　債　費
２億６, ４８３万円

〇町債元金償還金　など
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◇
介
護
保
険

2
億
７
８
０
０
万
円

◇
後
期
高
齢
者
医
療　

２
４
５
０
万
円

◇
国
民
健
康
保
険
（
直
診
）

１
億　
７
０
０
万
円

◇
国
民
健
康
保
険
（
事
業
）

１
億
９
６
０
０
万
円

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス

２
３
０
０
万
円

◇
町
営
バ
ス４

６
０
０
万
円

◇
七
ヶ
宿
ダ
ム
自
然休

養
公
園

１
４
０
０
万
円

令和７年度 特別会計予算総額　６億８, ８５０万円

２事業会計（水道・下水道事業会計）予算
簡易水道事業収益 ９, １６０万円 
簡易水道事業費用 ９, １６０万円  

資本的収入 １, ７７５万円
資本的支出 ２, ２２５万円

下水道事業収益 １億７, ６０９万円
下水道事業費用 １億７, ７２６万円

資本的収入 ５, ０９５万円
資本的支出  ５, ９８６万円

不足分は企業債や留保資金等を措置しています。

令
和
７
年 

第
１
回
議
会
臨
時
会

会
期
（
令
和
７
年
１
月
28
日
）

【主な歳入】
　国庫補助金	 	 １, ６４１万４千円
　繰入金	 	 ２５８万６千円

【主な歳出】　（各事業者に対しての支援金事業）  �
　エネルギー価格高騰対策支援金　
	 （16社に配分）	 １５０万５千円
　畜産業燃料等高騰対策支援金　　
	 （７軒に配分）	 ９７万５千円
　高齢化施設等物価高騰対策支援金
	 （いこいの里）	 ２３万５千円
　スキー場物価高騰対策支援金
	 （スキー場）	 ３７万５千円
　高齢者買い物物価高騰対策支援金
	 （移動販売事業）	 １００万円
　木質バイオマス施設物価高騰対策支援金
	 （やすまっしぇ）	 １００万円

令和６年度 一般会計補正予算（第５号）
１９００万円追加

◇
主
な
案
件

◇
教
育
委
員
会
委
員
の任

命

◇
条
例
の
改
正

◇
令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

◇
令
和
７
年
度一般

会
計
予
算

（
２
・
３ｐ
に
詳
細
を
記
載
）

◇
令
和
７
年
度

・
特
別
会
計
予
算

・
事
業
会
計
予
算

◇
追
加
提
案

◇
議
員
発
議

令
和
７
年 

第
１
回
七
ヶ
宿
町
議
会
定
例
会

会
期
（
３
月
４
日
～
14
日
）

　
3
月
4
日
よ
り
議
会
定
例
会
が

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
日
に
議
員
全
員
が
集
ま
り
、

令
和
７
年
度
の
予
算
書
を
基
に
勉

強
会
を
行
い
議
案
審
議
に
臨
み
ま

し
た
。

◇
条
例
の
改
正

　
４
件
の
提
案
が
あ
り
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決

◆�

七
ケ
宿
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
及
び
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆�

七
ケ
宿
町
地
域
担
い
手
づ
く
り

支
援
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

他
２
件

◇
教
育
委
員
の
任
命田

た

�部
べ

�祐
ゆう

�子
こ

�氏

令
和
６
年
度 

補
正
予
算（
第
６
号
）

一
般
会
計
８
０
５
０
万
円
追
加

２事業会計
（水道・下水道事業会計）

補正予算

◆
地
方
交
付
税	

１
億
６
６
４
２
万
円

◆
繰
入
金	

▲
６
０
２
１
万
円

◆
総
務
費	

１
億
８
０
２
５
万
円

◆
民
生
費	

▲
２
３
８
９
万
円

◆
衛
生
費	

▲　
７
３
７
万
円

◆
農
林
水
産
業
費	

▲
１
１
７
５
万
円

◆
商
工
費	

４
４
０
万
円

◆
土
木
費	

▲
５
０
７
９
万
円

◆
消
防
費	

▲　
１
３
４
万
円

◆
教
育
費	

▲　
６
３
４
万
円

主
な
歳
入

主
な
歳
出

簡易水道事業収益 ▲６３万円 
簡易水道事業費用 ▲４７６万円  

資本的収入 −　万円
資本的支出 ▲　２２万円

下水道事業収益 ５７万円
下水道事業費用 ▲２７５万円

資本的収入 ▲５５５万円
資本的支出  ▲４５８万円

特
別
会
計

〇
介
護
保
険	

▲
１
２
０
０
万
円

〇
後
期
高
齢
者
医
療�	

▲　
1
5
0
万
円

〇
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

	

▲　
６
０
０
万
円

〇
国
民
健
康
保
険
（
直
診
勘
定
）

	

▲　
9
0
0
万
円

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス	

▲　
　
５
０
万
円
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問 
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
建

築
は
い
つ
ま
で
継
続
す
る
の
か
。

答 

移
住
人
口
が
増
え
て
い
る
の

で
定
住
促
進
の
た
め
継
続
し
て
い

く
。
 

問 

通
院
タ
ク
シ
ー
を
買
い
物
時

に
も
利
用
で
き
な
い
か
。

答 

通
院
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
つ
い
で
に
買
い
物
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
 

問 

学
校
再
建
は
ど
の
よ
う
な
学

校
を
ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
。

答 

９
年
間
の
義
務
教
育
学
校
を

現
在
の
七
ヶ
宿
中
学
校
駐
車
場
付

近
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
が
、

財
源
確
保
が
課
題
と
な
る
。
 

問 

院
外
薬
局
へ
の
助
成
支
援

は
。

答 

今
後
も
年
９
百
万
円
で
運
営

を
助
成
し
て
い
く
。

問 

ダ
ム
交
付
金
で
約
２
千
６
百

万
円
の
増
額
の
理
由
は
。

答 

発
電
設
備
の
更
新
で
今
年
度

増
額
と
な
っ
た
。

問 

地
方
交
付
税
で
約
５
千
万
円

増
額
の
要
因
は
。

答 

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
令
和

７
年
度
の
試
算
は
５
千
万
円
増
と
な

る
。問 

基
金
残
高
23
億
７
千
万
円
の

中
で
、
令
和
７
年
度
も
１
億
４
千
万

ほ
ど
取
り
崩
す
説
明
が
あ
っ
た
が
。

答 

な
る
べ
く
財
政
調
整
基
金
を

減
ら
さ
ず
、
学
校
を
建
て
る
ま
で
５

～
６
億
円
程
は
積
み
立
て
た
い
。

 

■
農
林
水
産
業
費

問 

町
有
林
も
含
め
、
民
有
林
、

道
端
林
業
な
ど
林
業
振
興
へ
の
考
え

方
と
連
携
は
。

答 

今
年
度
も
、
東
谷
地
山
を
中

心
に
造
林
、
保
育
事
業
、
下
刈
り
、

収
入
間
伐
な
ど
の
事
業
を
行
い
た

い
。
ま
た
事
業
者
と
情
報
交
換
も
含

め
て
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
進

め
た
い
。

 

■
教
育
費

問 

学
校
建
設
事
業
を
進
め
る
の

に
、
町
民
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
く

柔
軟
な
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

基
本
構
想
が
ま
と
ま
っ
た
ら

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、

基
本
計
画
が
決
ま
っ
た
段
階
で
住
民

へ
の
説
明
会
な
ど
意
見
を
求
め
る
場

を
設
け
た
い
。

 

■
消
防
費

問 

防
災
無
線
の
本
局
と
中
継
所

を
整
備
す
る
間
、
既
存
の
防
災
無
線

等
の
稼
働
は
。
ま
た
、
工
事
の
期
間

は
。答 

工
期
は
12
月
ま
で
、
使
え
な

い
時
間
は
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
。

今
の
機
械
は
予
備
機
と
し
て
使
う
。

 

■
七
ヶ
宿
ダ
ム
休
養
公
園
特
別
会
計

問 

利
水
市
町
や
観
光
客
へ
の
効

果
的
な
情
報
の
発
信
と
適
切
な
環
境

整
備
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

答 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
季
節
ご

と
に
魅
力
的
な
情
報
な
ど
を
発
信

し
、
環
境
整
備
は
改
め
て
現
場
で
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
確
認
し
た

い
。

 

■
公
共
下
水
道
事
業
会
計

問 

下
水
道
老
朽
化
の
状
況
と
場

所
は
。

答 

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
を
カ

メ
ラ
で
点
検
し
、
下
水
道
管
内
部
の

防
腐
塗
装
に
剥
が
れ
が
あ
っ
た
が
、

現
状
で
は
問
題
な
い
。場
所
は
境
沢
、

竹
ノ
沢
、
峠
田
岩
上
、
田
堀
入
口
の

４
箇
所
。

 

■
町
営
バ
ス
特
別
会
計

問 

バ
ス
運
行
で
利
用
者
に
対
す

る
接
し
方
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
件

を
担
当
課
で
は
承
知
し
て
い
る
の

か
。答 

運
転
に
対
す
る
情
報
は
２
件

あ
る
。
発
進
す
る
ス
ピ
ー
ド
や
停
ま

る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
件
と
バ
ス
停
の
客

を
見
過
ご
し
、
通
過
し
て
し
ま
っ
た

件
。

問 

町
の
施
設
も
補
修
解
体
な
ど

の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

財
政
も
裕
福
で
は
な
い
が
、

「
旧
道
の
駅
あ
り
や
」
を
な
る
べ
く

早
く
解
体
し
た
い
。

 

■
民
生
費

問 

少
子
化
対
策
で
、
子
ど
も
の

人
数
を
考
慮
し
て
予
算
付
け
し
て
い

る
の
か
。

答 

前
年
実
績
よ
り
１
名
か
ら
２

名
分
、
妊
娠
・
出
産
に
係
る
支
援
金

は
２
名
か
ら
３
名
分
多
め
に
予
算
計

上
し
て
い
る
。

 

■
衛
生
費

問 

に
ぎ
や
か
家
族
応
援
事
業
の

内
容
は
。

答 

不
妊
検
査
料
１
回
５
万
円
を

６
回
分
で
２
組
分
の
ほ
か
、
交
通
費

も
１
人
６
回
分
で
１
回
２
千
円
の
５

名
分
を
予
算
化
し
て
い
る
。

問 

七
ヶ
宿
斎
苑
は
令
和
７
年
度

に
町
単
独
で
補
修
が
必
要
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 
町
単
独
で
は
な
い
が
、
令
和

６
年
度
に
樹
枝
が
煙
突
や
電
線
に
か

か
り
町
の
作
業
員
が
切
除
。
水
回
り

 

■
総
務
費

問 

指
定
金
融
機
関
関
連
の
委
託

料
百
十
万
円
を
支
払
う
理
由
は
。

答 

国
か
ら
指
導
が
あ
り
、
業
務

委
託
料
を
支
払
う
。

は
仙
南
広
域
を
介
し
て
補
修
を
行
っ

て
い
る
。

 

■
土
木
費

問 

下
平
線
ト
ン
ネ
ル
照
明
修
繕

工
事
は
い
つ
終
わ
る
の
か
。

答 

ト
ン
ネ
ル
は
４
カ
所
あ
り
、

照
明
の
腐
食
で
落
下
の
危
険
性
が
あ

る
。
毎
年
新
た
な
照
明
を
設
置
し
て

い
る
。

 

■
商
工
費

問 

長
老
湖
ト
イ
レ
浄
化
槽
更
新

と
滑
津
大
滝
階
段
手
す
り
修
繕
の
内

容
は
。

答 

長
老
湖
ト
イ
レ
は
浄
化
槽
本

体
か
ら
漏
水
が
発
生
し
た
た
め
合
併

浄
化
層
を
新
た
に
設
置
し
、
滑
津
大

滝
階
段
手
す
り
は
塗
装
を
行
い
構
造

物
の
劣
化
防
止
と
景
観
維
持
を
図

る
。問 

ス
キ
ー
場
管
理
費
の
備
品
購

入
費
に
つ
い
て
、
予
算
を
超
え
る
分

は
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
で
支
出
す

る
の
か
。

答 

今
後
増
え
れ
ば
次
年
度
以
降

に
議
会
に
提
案
し
た
い
。

◇
総
括
質
疑

▲ひがし薬局

歳
　
　
入

歳
　
　
出

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

問 

電
気
や
灯
油
代
の
負
担
が
大

き
く
、
低
所
得
者
や
年
金
生
活
者

へ
の
給
付
支
援
政
策
が
必
要
で

は
。

答 

状
況
等
を
把
握
し
な
が
ら
、

必
要
が
あ
れ
ば
対
応
を
考
え
た

い
。

 問 

荒
れ
た
農
地
や
農
家
の
高
齢

化
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
令
和

７
年
度
の
農
業
政
策
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

答 

優
良
な
農
地
を
守
り
継
続
性

の
あ
る
農
業
を
目
指
し
、
各
集
落

関
係
で
は
交
付
金
活
用
を
効
率
よ

く
図
り
た
い
。

 問 

若
い
世
代
が
安
心
し
て
出
産

で
き
る
環
境
整
備
へ
の
考
え
は
。

答 

近
隣
の
各
首
長
と
連
携
し
て

国
や
県
に
要
望
し
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
を
考
え
て
進
め

て
い
き
た
い
。

◇
予
算
委
員
会
質
疑



議

案
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審

議

結

果
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予算特別委員会審査結果報告
予算特別委員会委員長　五十嵐　敏　夫　

　本委員会は、３月 10日から 12日迄の３日間にわたり開催し、執行部からは町長以下、
会計管理者及び担当課長並びに参事等の出席を求め、予算の全般的な事項や内容等につ
いて詳細に審査を行いました。
　本委員会は３月 12日に採決した結果、令和７年度七ケ宿町一般会計予算は反対多数
により否決となりました。なお、６特別会計予算、２事業会計予算については全員一致
により可決いたしました。
　その後、３月 14 日の本会議にお
いて令和 7年度七ケ宿町一般会計予
算採決前に、予算委員会に再付託※

の動議が提出され、再び、予算特別
委員会を開催し審査の後に採決した
結果、令和 7年度七ヶ宿町一般会計
予算は原案の通り妥当なものと認
め、全員一致で可決することに決定
したことを報告いたします。

町議会議長　管　原　研　治　

◇予算特別委員会で一般会計予算を否決
　当初予算の審議は、事業内容や予算額の
ほかに行政執行全般にわたる政治姿勢も審
議対象としており、各事業の基本的な考え
に対する質疑に加え、担当課から詳細の内
容を確認しているが、新年度の予算審議に
おいて常日頃からの政治姿勢、（スキー場
指定管理料・物価高騰支援・キャンプ場浴

室改修・町内就労者確保など）に対する疑念が採決の重要な判断基準となって、一般会
計予算が反対５賛成２の反対多数で否決となりました。
◇予算特別委員会へ再付託※

　議会は主権者である住民を代表した意思決定機関であり、議案に対する賛否表明は議
員（委員）個々の議会活動として最も尊重されることから、議員全員で構成する委員会
で決定した委員長報告への質疑や討論はなく、本会議の採決で委員長報告が覆った前例
はありませんでした。しかし、委員会で反対を表明した議員（委員）の意思や議決（可決・
否決）権をゆがめる事件（議会の決定権もおびやかす状況）が発生したことから、議員
全員で協議し議長提案で予算特別委員会へ再付託※となりました。

令和７年�第１回定例会における予算特別委員会の背景

※再付託： 委員会が付託された事件等について、いったん決定した後、誤り等の発見や事情の変化等により、
自らの意思で決定を取り消し、審査・調査をやり直すことです。

　

去
る
１
月
９
日
よ
り
２
日
間
、

千
葉
県
美
浜
区
に
あ
る
「
市
町
村

職
員
中
央
研
修
所
」
に
て
、
議
員

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月
９
日
は

① 

「
や
る
気
と
仕
掛
け
で
ま
ち
は

変
わ
る
」

② 

「
い
か
に
人
間
力
・
仕
事
力
を

磨
き
続
け
る
か
」

１
月
10
日
は

③ 

「
住
民
か
ら
期
待
さ
れ
る
議
会

に
な
る
に
は
」

④ 

「
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地

方
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
」

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

し
た
。
今
後
の
議
員
活
動
に
役
立

て
ま
す
。

議
員
研
修
報
告

議
員
研
修
報
告

議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名
議案番号 議　案　内　容

議決月日
結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
髙
橋　
浩
之

髙
橋
き
く
子

渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

髙
橋　
茂
美

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治令和７年

臨
時
会

第１号 町長等の諸給与条例の一部改正について 1月 28日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P4

第２号 職員の給与に関する条例及び地方公務員の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条令のの一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第３号 令和６年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第５号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第４号 令和６年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第５号 令和６年度七ヶ宿町簡易水道事業会計補正予算（第３号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第６号 令和６年度七ヶ宿町下水道事業会計補正予算（第２号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

第16号 教育委員の任命について 3月 4日 同意 投 投 投 投 投 投 投 議 P5

第 17号 七ヶ宿町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
及び職員の育児休業に関する条例の一部改正について 3月 6日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第18号 七ヶ宿町監査委員条例及び七ヶ宿町簡易水道事業及び七ヶ宿
町下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第19号 七ヶ宿町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
めた条例の一部条例の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

第20号 七ヶ宿町地域担い手づくり支援住宅条例の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第21号 字の区域を変更することについて 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第22号 令和６年度　七ヶ宿町一般会計補正予算（第 6号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P7
第 23号 令和６年度　七ヶ宿町介護保険特別会計補正予算（第３号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第24号 令和６年度　七ヶ宿町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第25号 令和６年度　七ヶ宿町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第26号 令和６年度　七ヶ宿町介護サービス特別会計補正予算（第 1号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第27号 令和６年度　七ヶ宿町簡易水道特別会計補正予算（第 2号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第28号 令和６年度　七ヶ宿町公共下水道特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第７号 令和７年度　七ヶ宿町一般会計予算 3月 14日 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P2
第８号 令和７年度　七ヶ宿町介護保険特別会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第９号 令和７年度　七ヶ宿町後期高齢者医療特別会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第10号 令和７年度　七ヶ宿町国民健康保険特別会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第11号 令和７年度　七ヶ宿町介護サービス特別会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第12号 令和７年度　七ヶ宿町町営バス特別会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第13号 令和７年度　七ヶ宿町七ヶ宿ダム自然休養公園特別会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第14号 令和７年度　七ヶ宿町簡易水道事業会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第15号 令和７年度　七ヶ宿町公共下水道事業会計予算 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
第29号 町長等の諸給与条例の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P5
議発第2号 七ヶ宿町議会傍聴規則の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

議発第3号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃
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「人口減少に伴う移住定住政策の構築は」「老朽化した上下水道の維持管理は万全か」

調査実施日　令和７年２月 19日
調 査 事 項　移住定住政策について

総務文教常任委員会　委員長　五十嵐　敏　夫

　担い手住宅や民間住宅建設など移住定住政策を進めている一方で、町の人口や世帯
数の減少に伴う、各集落間における人口減少の傾向に顕著な差が生じていることから、
行政として現状をどのように認識し事業評価をしているかについて調査した結果、各
委員から以下のような意見や提言がありました。

１�、令和６年度の「担い手支援住宅」建築が１棟のみであったことは、事業継続その
ものの廃止も視野に入れ、移住定住政策の総合的な事業評価を改めて行うべきであ
る。
２�、制度の導入は町、移住者の受け入れは地域住民、という行政執行ではなく、事業
執行機関として移住者や地域住民の声を積極的に聴きながら、しっかりと対応する
べきである。
３�、移住定住にかかわる問題や人口減少対策は、縦割りを重んじる行政の考え方から、
新たな「移住定住推進課（室）」などを設置し、移住者、住民、行政の横軸を重視
した体制で取り組むべきである。

　以上、人口減少に直面している我が町の移住定住政策が、より良い体制の構築の基
にしっかり実績評価のできる行政運営を切に望み報告とします。

調査実施日　令和７年２月 19日
調 査 事 項　簡易水道施設の現状と今後の整備計画（課題）について

産業建設常任委員会　委員長　渡　部　英　幸

　自然災害の多発する今日において、住民生活に欠かせない簡易水道の点検整備は行
政にとって重要な業務であり、中でも町内の上下水道管は敷設から 40年から 50年
が経過し、町内全域で管路の老朽化が進んでいるため、簡易水道の現状と今後の整備
計画について「七ヶ宿町簡易水道事業計画」を基に調査した結果、各委員からは以下
のような意見や提言がありました。

１�、集落によって管路の敷設時期に違いはあるが、すでに 40年から 50年が経過し
ており、近年、漏水による断水が比較的多発傾向にあることから町内全域の管路点
検を計画的に実施すべきである。

２�、昨今、問題視されている有機フッ素化合物の一種ＰＦＡＳに対する関心が町内に
おいても高まっていることから、定期的な水質検査の内容を町民に分かりやすく周
知すべきである。

３�、今後、新たな管路を敷設する場合、簡易水道予算が企業会計処理となったことを
踏まえ、民有地の買収など必要以上の事業経費の掛かる事業は控えるべきである。

４�、簡易水道特別会計が企業会計に代わり、近い将来に利用料金の見直しも想定され
ることから、大規模な改修、補修工事にならないよう、常日頃からの点検強化につ
とめる事が必要である。

　以上、町民にとって日々の生活に必要不可欠な、簡易水道の環境維持に対する監視
機能の強化と腐食の恐れなどに対する早期対応を強く望み報告とします。

活
動
日

場　
所

会
議
・
行
事
名

出
席
者

12
月
10
日
事
務
室

議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
委
員

12
月
16
～

18
日
奈
良
県

議
員
視
察
研
修

議
員
全
員

12
月
20
日
ス
キ
ー
場

七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
式

議
員
全
員

12
月
23
日
大
河
原
町

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
長
・
渡
部

12
月
23
日
大
河
原
町

仙
南
亘
理
地
方
町
村
議
会
議
長
会

議
長

12
月
25
日
事務室

議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
委
員

12
月
26
日
大
河
原
町

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
長
・
渡
部

12
月
26
日
町
内

宇
検
村
交
流
歓
迎
式

議
長

12
月
27
日
事
務
室

仕
事
納
め
式

議
長

１
月
６
日
事
務
室

仕
事
始
め
式
・
辞
令
交
付
式

議
長

１
月
７
日
町
内

新
春
交
換
会

正
副
議
長
・

５
議
員

１
月
９
・

10
日
千
葉
県

町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

正
副
議
長
・

４
議
員

１
月
15
日
事
務
室

議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
委
員

１
月
15
日
仙
台
市

議
員
講
座

副
議
長
・

３
議
員

１
月
18
日
仙
台
市

日
本
創
生
に
向
け
た
人
口
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長

１
月
21
日
白
石
市

白
石
商
工
会
議
所
新
春
会
員
大
会

議
長

１
月
24
日
町
内

町
農
業
委
員
会
新
年
会

議
長

１
月
27
日
仙
台
市

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

吉
田

１
月
28
日
議
場

令
和
７
年
第
1
回
臨
時
会

議
員
全
員

１
月
30
日
蔵
王
町

仙
南
亘
理
議
員
研
修
会
・
表
彰
式

正
副
議
長
・

５
議
員

１
月
31
日
仙
台
市

宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長
会
議

正
副
議
長

２
月
３
・

４
日
東
京
都

宮
城
県
町
村
議
会
正
副
議
長
研
修
会

議
長

２
月
６
日
仙
台
市

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

吉
田

２
月
７
日
東
松
島
市

北
方
領
土
の
日
東
松
島
大
会

議
長

２
月
11
日
仙
台
市

建
国
記
念
の
日
を
祝
う
宮
城
県
大
会

議
長

２
月
14
日
大
河
原
町

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
長
・
渡
部

２
月
19
日
第
２
会
議
室
総
文
・
産
建
管
事
務
調
査

委
員
全
員

２
月
20
日
仙
台
市

宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
長

２
月
25
日
第
3
会
議
室
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

議
運
全
員

２
月
26
日
大
河
原
町

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
長
・
渡
部

３
月
１
日
西
山
学
院

卒
業
式

正
副
議
長
・

議
員

令
和
６
年

令
和
６
年
1212
月
か
ら
の
議
長・議
員
の
活
動

月
か
ら
の
議
長・議
員
の
活
動

今月号の表紙は
「令和７年度　関保育所入所・進級式」です。
　入所式では先生が温かく接し、笑顔を見
せる場面や保護者の方と楽しそうに話をし
ているのは微笑ましいものでした。運動場
や遊具も整備され、子どもたちがすくすく
成長される事を切に願います。

　
令
和
７
年
２
月
５
日
に
多
年
に
わ
た
る
地
域

振
興
発
展
へ
の
功
績
に
よ
り
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
並
び
に
宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り

管
原
研
治
議
長

が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の

活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

自治功労者表彰



一
般
質
問
　
髙
橋
浩
之 

議
員

一
般
質
問
　
吉
田
　
修 

議
員
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【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

　

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
で
、

防
災
の
重
要
性
を
よ
り
身
近
に
感

じ
な
が
ら
質
問
し
た
が
、
消
防
団

活
動
の
夜
警
や
防
火
査
察
、
災
害

発
生
時
な
ど
の
団
員
確
保
に
向

け
、
報
酬
の
見
直
し
は
改
め
て
必

要
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

の
豪
雪
は
類
を
見
な
い
規
模
の
積

雪
と
な
り
、
豪
雪
対
策
本
部
設
置

要
綱
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
具
体

的
な
支
援
体
制
の
確
立
を
強
く
求

め
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

問
町
で
は
６
・
12
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

高
齢
化
社
会
へ
と
進
む
中
、
よ
り

実
践
的
な
避
難
の
仕
方
や
支
援
の

受
け
方
な
ど
の
訓
練
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
各
行
政
区
の
役
員
、
国
・

県
の
各
機
関
及
び
仙
南
広

域
消
防
本
部
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
訓
練
内

容
を
決
定
し
て
い
る
の
で
、
必
要

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
く
。

問
町
に
は
現
在
、「
豪
雪
対
策

本
部
設
置
要
項
」
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
や
独
居

世
帯
の
増
え
る
中
で
現
状
に
即
し

た
内
容
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

豪
雪
対
策
本
部
の
設
置
は

積
雪
量
な
ど
で
住
民
生
活

や
産
業
活
動
に
影
響
が
あ
る
場
合

に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
見
直
す
考
え
は
な
い
。

問
隣
県
の
某
市
で
は
高
齢
者

等
除
雪
救
助
員
派
遣
事
業

や
高
齢
者
等
雪
下
ろ
し
助
成
事
業

な
ど
具
体
的
な
支
援
事
業
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
具
体
的
な
支
援
内
容

を
記
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
先
進
地
の
内
容
等
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
研
究
し
、

本
町
と
し
て
取
り
入
れ
る
要
素
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
令
和
４
年
度
に
団
員
報
酬

を
平
均
３
万
６
千
５
百
円

に
改
訂
し
て
お
り
、
団
員
報
酬
と

は
別
に
後
継
者
育
成
と
し
て
団
員

一
人
当
た
り
５
千
円
を
支
給
し
て

い
る
。

問
他
の
町
で
は
定
期
演
習
な

ど
の
場
で
団
員
が
働
い
て

い
る
町
内
の
会
社
や
企
業
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
て
い
る
が
、
町
も
同

様
の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
各
企
業
の
協
力
に
対
し
て

は
、
そ
の
都
度
、
感
謝
し

御
礼
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
貢

献
事
業
の
協
力
企
業
と
し
て
認
定

し
て
い
る
。

問
町
民
の
安
全
安
心
を
守
る

消
防
団
員
の
人
員
確
保
や

円
滑
な
消
防
活
動
の
た
め
行
政
と

し
て
具
体
的
な
対
応
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
令
和
６
年
度
の
団
員
数
は

機
能
別
団
員
を
含
め
１
２

４
名
と
前
年
度
と
比
較
し
て
３
名

増
員
と
な
っ
て
い
る
。
相
互
の
安

全
確
保
や
機
械
器
具
の
適
切
な
更

新
を
計
画
的
に
実
施
し
対
応
し
た

い
。問

防
災
の
最
前
線
に
立
つ
消

防
団
員
に
は
し
っ
か
り
活

動
頂
く
た
め
、
今
後
、
団
員
報
酬

問答
七
ヶ
宿
町
の
地
域
防
災
、
今
後
の
進
め
方
は

住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
の
が
町
の
使
命
、し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く

髙
たか

橋
はし

��浩
ひろ

之
ゆき

��議員

問
町
内
各
集
落
の
人
口
減
少

は
深
刻
で
あ
る
。
地
域
課

題
と
し
て
、
若
者
の
町
外
流
出
、

高
齢
者
一
人
暮
ら
し
の
増
加
、
空

き
家
や
休
耕
田
の
増
加
、
さ
ら
に

は
地
域
役
員
の
高
齢
化
、
な
り
手

不
足
な
ど
現
実
と
な
っ
て
い
る
。

　

担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
が

関
・
瀬
見
原
地
区
に
偏
っ
て
い
る

が
各
集
落
活
性
化
の
た
め
、
他
の

地
区
に
も
建
設
で
き
な
い
か
。

問答
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
、
他
集
落
に
も
建
設
で
き
な
い
か

入
居
応
募
者
は
関
地
区
等
を
希
望
し
て
い
る
の
が
現
状

答
人
口
減
少
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、「
移
住
・
定
住
」

政
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
移
住

者
も
増
え
現
在
、
減
少
ス
ピ
ー
ド

は
穏
や
か
に
な
っ
て
い
る
。「
担

い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
」（
現
在

19
棟
）
の
建
設
候
補
地
と
し
て
関

地
区
以
外
の
町
有
地
も
提
案
し
て

い
る
が
、
現
状
で
は
入
居
者
が
関

地
区
周
辺
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

問
登
録
空
き
家
バ
ン
ク
は
持

ち
主
と
買
い
手
（
借
り
手
）

な
ど
が
基
本
と
な
る
が
、
若
者
に

限
定
し
て
移
住
・
定
住
促
進
を
目

的
に
購
入
補
助
金
助
成
な
ど
で
き

な
い
か
。

答
補
助
金
助
成
に
つ
い
て
は
、

街
並
み
景
観
整
備
補
助
金
、

空
き
家
改
修
助
成
や
家
財
処
分
助

成
な
ど
環
境
整
備
を
行
い
、移
住・

定
住
促
進
を
図
っ
て
き
た
。
現
在

の
条
例
が
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
質
問
事

項
を
含
め
、
空
き
家
活
用
事
業
を

検
討
し
て
行
き
た
い
。

問
空
き
家
状
況
に
つ
い
て
、

行
政
も
積
極
的
に
地
域
を

こ
ま
め
に
回
り
地
域
住
民
の
声
を

聴
き
な
が
ら
、
空
き
家
の
活
用
な

ど
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
毎
年
各
地
区
行
政
懇
談
会

の
中
で
、
区
長
さ
ん
や
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
に
移
住
者
呼
び

込
み
に
は
、
空
き
家
の
活
用
が
重

要
と
の
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い

る
。

吉
よし

田
だ

��修
おさむ

��議員

▲担い手支援住宅（瀬見原地区）▲６・12防災訓練

▲屋根の除雪作業 ▲空き家対策は急務である

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

　
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
過
疎
化

進
行
が
心
配
さ
れ
る
。
５
年
、
10

年
先
は
ど
う
な
る
の
か
。
次
世
代

を
担
う
若
い
人
や
移
住
者
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
残
す
の
か
。
行

政
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
、
若
い

人
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。



一
般
質
問
　
五
十
嵐
敏
夫 

議
員

一
般
質
問
　
渡
部
英
幸 

議
員
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問
町
内
全
体
と
し
て
は
移
住

者
の
増
加
も
あ
る
が
、
関

地
区
外
の
住
民
の
減
少
と
高
齢
化

が
著
し
く
、「
一
斉
ク
リ
ー
ン
運

動
」
等
の
作
業
継
続
が
困
難
な
状

況
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。答

各
地
区
の
行
事
運
営
に
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。協
力
頂
い
て
い
る「
一

斉
ク
リ
ー
ン
運
動
」に
つ
い
て
は
、

「
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
」

の
意
識
、
使
命
感
の
下
、
可
能
な

問
自
治
会
役
員
の
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
の
中��

「
行
政
事
務
委
託
作
業
※
」
な
ど
が

今
後
継
続
で
き
る
か
不
安
視
さ
れ

て
い
る
が
今
後
の
委
託
業
務
に
対

す
る
考
え
は
。

答
確
か
に
各
自
治
会
へ
草
刈

作
業
や
観
光
地
清
掃
作
業

を
委
託
し
て
い
る
が
、
作
業
が
困

難
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
町
に

て
対
応
す
る
。

問
近
年
ま
れ
に
み
る
大
雪
の

た
め
「
豪
雪
対
策
本
部
」

を
設
置
し
た
が
、
地
区
の
ス
ノ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
高
齢
化
の

為
、
対
処
が
で
き
な
い
で
い
る
。

業
者
な
ど
へ
の
委
託
の
助
成
金
制

度
の
新
設
検
討
が
で
き
な
い
か
。

答
降
雪
量
が
多
く
な
る
時
は

本
町
だ
け
で
な
く
、
除
排

雪
作
業
を
請
け
負
っ
て
い
た
だ
く

業
者
の
確
保
が
難
し
い
と
承
知
し

て
い
る
。
地
域
内
で
の
助
け
合
い

が
望
ま
し
い
が
、
助
成
金
制
度
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

く
。

問答
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
の
存
続
対
策
は

地
域
の
実
情
に
応
じ
無
理
の
な
い
活
動
を
望
む

範
囲
で
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
国
道
１
１
３
号
線
沿
線
に

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
ゴ

ミ
類
の
量
が
増
加
し
て
い
る
が
町

の
不
法
投
棄
防
止
対
策
が
機
能
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
町
は
「
不
法
投
棄
対
策
協

議
会
」
を
組
織
し
て
お
り
、

毎
年
１
回
、
国
道
や
河
川
あ
る
い

は
不
法
投
棄
さ
れ
た
部
分
に
つ
い

て
は
対
処
し
対
応
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
各
地
区
に
監

視
員
を
配
置
し
な
が
ら
情
報
収
集

を
し
て
町
と
し
て
状
況
を
把
握
し

て
い
る
。
な
お
、
国
道
の
ご
み
の

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
国
道
を
管

理
し
て
い
る
宮
城
県
の
方
と
し
っ

か
り
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

五
い

十
が

嵐
らし

��敏
とし

夫
お

��議員

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

　
人
口
減
少
に
よ
る
各
地
区
の
自

治
会
活
動
の
限
界
が
見
え
隠
れ

し
、
冬
季
間
の
除
排
雪
作
業
も
ま

ま
な
ら
な
い
。

　
更
な
る
町
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

※�

行
政
事
務
委
託
作
業
と
は

　�

町
道
や
林
道
の
草
刈
作
業
並
び
に

観
光
地
の
清
掃
作
業
な
ど
を
、
各

地
区
自
治
会
に
作
業
委
託
さ
れ
て

い
る
制
度

に
考
え
て
任
命
配
置
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
提
言
し
た
が
、
今

後
の
運
営
は
ど
の
様
に
行
っ
て
い

く
の
か
。

答
私
は
今
の
体
制
で
十
分

や
っ
て
い
け
る
と
理
解
し

て
い
る
。

　
町
と
し
て
会
社
を
支
援
し
会
社

が
社
員
を
そ
だ
て
て
町
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

問
町
と
し
て
第
３
セ
ク
タ
ー

施
設
の
指
導
監
督
、
管
理

を
徹
底
し
て
行
う
必
要
を
感
じ

る
。
観
光
施
設
は
町
の
財
産
で
あ

り
若
者
雇
用
の
場
で
も
あ
る
。
従

業
員
の
働
く
環
境
や
精
神
面
に
も

配
慮
し
運
営
し
て
い
く
事
は
必
要

と
考
え
る
が
町
の
対
応
は
。

答
話
を
聞
く
と
自
分
の
不
平

不
満
だ
け
で
会
社
の
方
向

性
を
全
然
理
解
し
て
い
な
い
と
思

う
。

　
不
満
の
あ
る
人
に
辞
め
て
欲
し

い
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
会
社
は
常

に
採
用
し
な
が
ら
組
織
を
成
り
立

た
せ
て
い
く
し
、
従
業
員
は
１
円

で
も
給
料
と
し
て
も
ら
え
ば
プ
ロ

な
の
で
、
プ
ロ
ら
し
く
し
っ
か
り

自
分
の
仕
事
を
消
化
し
て
適
正
な

給
料
を
い
た
だ
く
、
そ
れ
が
労
働

者
と
し
て
の
役
割
と
思
っ
て
い

る
。

き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の

都
度
会
社
の
中
で
対
応
す
る
の
が

第
一
で
あ
り
、
町
も
指
定
管
理
者

と
調
整
事
案
が
発
生
し
た
ら
解
決

に
向
け
て
努
力
す
る
。

問
以
前
、
町
長
は
統
合
す
れ

ば
従
業
員
の
数
が
増
え
、

様
々
な
部
所
の
異
動
で
効
率
的
に

運
営
が
出
来
る
と
発
言
さ
れ
て
い

た
が
、
従
業
員
を
物
の
よ
う
に
考

え
扱
え
ば
こ
の
事
業
は
最
終
的
に

失
敗
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答
町
に
第
３
セ
ク
タ
ー
が
２

箇
所
有
る
こ
と
自
体
好
ま

し
く
な
い
。
指
令
系
統
が
一
本
化

で
き
人
事
面
で
も
色
々
な
職
場
を

経
験
し
て
、
そ
の
方
に
適
し
た
能

力
を
発
揮
で
き
る
様
に
考
え
統
合

し
た
。

問
統
合
し
た
会
社
に
管
理
職

を
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
以

前
の
一
般
質
問
で
、
人
選
は
慎
重

問
昨
年
の
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
の
統
合
後
、
各
施
設

の
従
業
員
か
ら
「
今
の
会
社
の
や

り
方
に
つ
い
て
い
け
な
い
」「
会

社
が
壊
れ
る
前
に
人
が
壊
れ
る
」

「
統
合
し
て
か
ら
良
い
こ
と
が
な

い
」
な
ど
不
安
や
不
満
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
中
で
、
行
政
と
し
て

指
定
管
理
施
設
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
不
満
と
か
不
安
と
い
う
部

分
に
つ
い
て
具
体
的
に
承

知
し
て
い
な
い
が
、
60
名
を
超
え

る
組
織
だ
か
ら
色
々
な
こ
と
が
起

問答
指
定
管
理
施
設
の
今
後
の
町
の
指
導
、
管
理
は

事
業
報
告
を
受
け
施
設
の
状
況
把
握
に
努
め
る

渡
わた

部
なべ

��英
ひで

幸
ゆき

��議員

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

　
観
光
施
設
に
関
す
る
一
般
質
問

は
こ
れ
ま
で
何
度
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
管
理
者
は
今
回
の
質
問
で
、
働

く
場
が
あ
る
か
ら
こ
そ
雇
用
が
生

ま
れ
、
従
業
員
は
上
司
か
ら
の
指

示
に
従
う
も
の
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
意
見
交
換
の
場
が
な

い
様
に
感
じ
ら
れ
、
運
営
が
完
全

に
上
か
ら
目
線
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

 

本
来
、
施
設
の
運
営
は
、
働
く

人
々
の
意
欲
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
員
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
施
設
全
体
を
見
守
り
、

議
会
で
積
極
的
に
発
言
し
て
い
く

事
が
自
分
の
役
目
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
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員
長
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委
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長
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　之

　委
　
　員
　五
十
嵐
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　委
　
　員
　髙
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　き
く
子

議会と語る会のお知らせ
　５月 15 日横川公民館・16 日湯原コミュニティセンターで「議会と
語る会」を開催いたします。皆さんのご参加お待ちしております。　

　豪
雪
と
い
う

表
現
が
ま
さ
に

現
実
と
な
っ
た

今
年
の
冬
で
し

た
。

　毎
朝
、
除
雪
車
の
音
で
目
が
覚

め
、
早
々
に
自
宅
の
雪
か
き
が
始

ま
り
ま
す
。

　ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
翌
日
は

同
じ
状
態
で
す
、
終
わ
り
の
見
え

な
い
降
雪
は
雪
害
と
思
え
る
も
の

で
し
た
。

 

水
芭
蕉
が
咲
き
、
こ
ぶ
し
の
花
も

芽
吹
き
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
春
の

日
差
し
が
日
一
日
と
温
か
く
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。　こ

の
原
稿
が
出

る
頃
、
湯
原
熊
野

神
社
の
桜
が
満
開

で
す
。（髙

橋
浩
之
）

編集
後記

３月定例会の
傍聴者は19名
でした
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湯
原
地
区
で
は
５
月
３
日
に
「
湯
原
熊
野
神
社
春
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
祭
り
の
歴
史
は
浅
く
、
地
区
の
行
事
と
し
て
昭
和
50
年
頃

か
ら
子
ど
も
が
手
づ
く
り
し
た
神
輿
で
地
区
内
を
練
り
歩
く

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　
昭
和
59
年
に
は
、宝
く
じ
の
助
成
金
で
本
神
輿
を
購
入
し
、

地
区
の
若
者
が
中
心
と
な
り
本
格
的
な
祭
り
と
し
て
地
域
で

定
着
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
神
主
が
湯
原
熊
野
神
社
で
神
事
を
行
い
、
今
年
の

「
家
内
安
全
」「
五
穀
豊
穣
」「
交
通
安
全
」
を
祈
願
し
ま
す
。

　
桜
と
共
に
春
を
告
げ
る
祭
り
と
し
て
湯
原
地
区
民
上
げ
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
神
輿
の
練
り
歩
き
の
後
は
、「
湯
原
ふ
れ
あ
い
館
」
に
て
直
会
（
な
お
ら
い
）
が
行
わ
れ
、

「
湯
原
大
黒
舞
」
の
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
新
し
く
地
区
に
住
ん
だ
方
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
夏
は
８
月
14
日
に
地
区
の
消
防
団
を
中
心
に
「
湯
原
盆
踊
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
区
民
上
げ
て
の
参
加
は
の
短
い
夏
を
忘
れ
る
程
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
に
帰
省
し
た
友
人
と
の
再
開
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。

　
お
盆
に
は
湯
原
提
灯
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
度
止
め
て

い
ま
し
た
が
自
治
会
役
員
の
方
の
熱
い
思
い
に
よ
り
復
活
し

ま
し
た
。
祭
り
の
間
は
各
家
庭
に
提
灯
の
明
か
り
が
灯
り
ま

す
。

　
湯
原
地
区
の
祭
り
は
住
民
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
　
湯
原
地
区
の
祭
り

　
湯
原
地
区
の
祭
り

湯
原
自
治
会
会
長 

髙
橋
正
雄
様
よ
り
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

▲湯原の神輿

▲冬の湯原熊野神社


